
 講義・実習：栽培技術の基礎（ものづくりと情報・技術分野），

スクールガーデニング（教職キャリア科目）

 教員免許状更新講習，教員免許認定講習

 栽培学研究室，理工学研究科ゼミの教育・研究活動

 有機農業研究会の作物栽培，わら細工

 特別支援サークルの栽培体験

 学内教職員への作物販売

 栽培・環境教育研究会の開催

（毎年8月，3月開催）

大久保農場の概要

 サツマイモの品種：ベニハルカ
 科名：ヒルガオ科
 学名： Ipomoea batatas L.
 特徴：外観がきれいで糖度が高い
 栽培期間： 5月下旬～10月中旬

年間スケジュールと活動のようす

教育学部大久保農場は学生駐車場の西側に位置し，約１０ａの
圃場面積を有しています。主に中学校技術科の教員免許取得に
かかわる作物栽培の実習フィールドとして運用されるほか，教職
キャリア科目の「スクールガーデニング」や，経済学部を主体とした
有機農業研究会の活動，学生ボランティアによる障害者福祉施設
の収穫体験活動，そよかぜ保育室園児の農業体験といった教育・
研究活動の場として幅広く活用されています。
また，大学運営と社会貢献活動の一環として，教育学部第2農場

の整備や附属学校園圃場の耕運・整備等の支援も行っています。
農場で採れた生産物は，学内の教職員に販売して喜ばれています。
毎年11月には大久保農場収穫祭を開催し，全学や教育学部の教

職員の皆様に参加していただくとともに，さいたま市長からレターを
頂戴しています。
大久保農場は一般開放されています。お気軽にお越しください。

出典：栽培学研究室ホームページより一部抜粋
http://park.saitama-u.ac.jp/~agroecology/farm.html

大久保農場の位置と栽培区画

大久保農場収穫祭

主任 荒木祐二，技能補佐員 浅子孝一

栽培作物の一例

大久保農場の活用事例
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６月田植え ７月ジャガイモの収穫 ８月スイカの販売 ９月ラッカセイの収穫

１０月サツマイモ収穫

１１月正門花壇の管理

１２月ダイコンの収穫１月草花の植え替え２月タクアンの販売３月ジャガイモの植付け

４月お花見

５月果菜類の定植

大久保農場では毎年１１月に収穫祭を開催しています。

第37回教育学部大久保農場収穫祭のようす（2017年）
さいたま市長からの
レター

学生
駐車場
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出典：埼玉大学ホームページに加筆

埼玉大学栽培・環境教育研究会

栽培技術の基礎

2015年10月時点

http://park.saitama-u.ac.jp/~agroecology/farm.html

